
「
話
す
、聞
く
、ま
と
め
る
、振
り
返
る
」

発
表
会
を
通
し
た
協
同
探
究
の
繰
り
返
し
が

主
体
性
と
自
己
肯
定
感
の
強
い
生
徒
を
育
て
る

豊田東高校（愛知・県立）

　

２
０
０
７
年
か
ら
総
合
学
科
高
校
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
豊
田
東
高
校
。
同

校
の
２
・３
学
年
の「
総
学
」の
取
り
組
み
は
、

１
学
年
の「
産
業
社
会
と
人
間
」の
流
れ
を
く

み
、一
貫
し
て
発
表
と
自
己
表
現
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。

 

「
本
校
は
２
学
年
か
ら
11
の
科
目
プ
ラ
ン
に

分
か
れ
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
今
何
を
学
ぶ
か
、１

学
年
の
科
目
選
択
が
重
要
な
意
味
を
も
ち
ま

す
。
興
味
・
関
心
だ
け
で
安
易
に
選
ぶ
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、自
分
と
社
会
を
知
る
時
間
を
１

学
年
か
ら
十
分
に
設
け
ま
す
」（
近
藤
先
生
）

 

「
単
元
ご
と
に
発
表
の
機
会
を
多
様
に
設
定

し
て
い
る
の
は
、社
会
を
知
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
調
べ
学
習
で
感
じ
た
こ
と
を
、真
剣
に
考

え
て
言
語
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で

す
」（
中
野
先
生
）

 

「
発
表
会
で
自
分
が
話
し
、人
の
話
を
聞
き
、

ま
と
め
て
、お
互
い
の
発
表
を
評
価
し
合
う
こ

と
を
繰
り
返
し
、積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、

視
野
が
広
が
り
、情
報
を
ま
と
め
る
力
が
つ
い

て
い
き
ま
す
」（
小
瀧
先
生
）

　

１
学
年
だ
け
で
も
学
習
↓
発
表
の
サ
イ
ク

ル
が
何
度
も
あ
る
。
ク
ラ
ス
発
表
だ
け
で
な
く
、

単
元
に
よ
っ
て
は
学
年
で
の
発
表
会
が
あ
る
ほ

か
、集
大
成
と
し
て
年
度
末
に
学
校
全
体
で
の

「
総
合
発
表
会
」を
実
施
し
て
い
る
。
当
初
は

傍
観
者
的
で
あ
っ
た
生
徒
が
１
学
年
の
終
わ

り
に
は「
ク
ラ
ス
代
表
や
学
年
代
表
に
選
ば
れ

た
い
」と
意
思
表
示
す
る
ま
で
に
変
化
す
る
と

い
う
。ま
た
、受
験
の
際
、大
学
か
ら
の
面
接
の

評
価
が
非
常
に
高
い
そ
う
だ
。こ
う
し
た
自
己

肯
定
感
が
強
く
、表
現
力
を
身
に
つ
け
た
生

徒
を
育
て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
味
を
見
て
い

こ
う（
図
１
参
照
）。

　

１
学
年
の「
企
業
・
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
」で
は
、

就
職
・
進
学
の
希
望
に
か
か
わ
ら
ず
、全
員
が

大
学
と
企
業
の
両
方
を
訪
れ
る
。

 

「
事
前
に
下
調
べ
を
し
て
質
問
事
項
を
ま
と

め
て
当
日
に
臨
み
ま
す
。事
後
に
発
表
会
が
あ

る
の
で
、各
訪
問
先
で
じ
っ
く
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
き
ま
す
」（
小
瀧
先
生
）

 

「
社
会
を
知
る
新
聞
作
り
」で
は
、立
候
補
で

編
集
長
を
決
め
、５
〜
８
人
の
班
に
分
か
れ
て

自
由
な
テ
ー
マ
で
新
聞
作
り
に
励
む
。「
地
域

環
境
研
究
」は
、地
元
の
公
園
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
高
校
生
の
発
想
で
ま
と
め
、地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
提
言
す
る
。
１
学
年
の
集
大
成
は「
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
」の
作
成
だ
。10
年
後
に
な
り
た
い

自
分
に
な
る
た
め
に
、２
・３
学
年
、そ
の
先
で

何
を
す
る
か
計
画
を
立
て
る
。

 

「
こ
こ
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
２

豊田東高校のキャリアガイダンス（学習＆進路支援）

写真後列左から
進路指導主事
中野竜夫先生
教頭
櫛田敏宏先生
教務主任
近藤砂敏先生
前列左から
総合学科推進部
小瀧逸子先生
総合学科推進部主任
山本徳子先生

「総学」Outline

学校data

対象学年・単位：２学年・1単位、３学年・２単位
企画担当：総合学科推進部・産社総合教科会
授業担当：全教員が担当

1924年創立／総合学科／生徒数　719人（男子97人・女子
622人）／進路状況（2014年度実績）大学72人・短大33人・専
門学校83人・就職49人・その他2人
★ユネスコスクール（2012年～）

学
年
か
ら
の
学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、生
徒
は
初
め
て
個
人
で
の
発

表
を
経
験
す
る
こ
と
で
、発
表
の
ス
キ
ル
が
さ

ら
に
上
が
り
ま
す
」（
山
本
先
生
）

 

「
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
を
生
徒
が
は
っ

勉
強
の
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め

生
徒
た
ち
の
中
だ
る
み
が
な
い

発
表
と
振
り
返
り
の
繰
り
返
し
で
、

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
醸
成

★「産業社会と人間」の授業を中心に、「自分探し」に取り組む
★進路適性を探ったり、上級学校や企業訪問などの体験学習を通して、社会の中で
　の自己の在り方、生き方についての考えを深め、自分の進路の方向性を決めていく
★「夢の実現」までの筋道（ライフプラン）を立て、夢を実現するための科目を選択
　しながら、２年次以降の時間割を作る

★「総合的な学習の時間」・ＬＴなどの時間を使って、各自のライフプランに従い、
　必要な力を意識して自分の個性を伸ばしていく
★テーマ学習を通して自分の興味を深め、グループワークなどの方法で自分の課題を発見
★インターンシップや進路学習を通して、進路研究をいっそう深める

★自分の進路実現に向けて興味・関心をもとに各テーマに分かれ、「総合的な
　学習の時間」などを活用して、課題研究などを行う

自
分
を
知
る

（
ど
ん
な
こ
と
に
興
味

が
あ
る
か
？
）

（
ど
ん
な
こ
と
が
得
意

か
？
）

社
会
を
知
る

（
社
会
の
成
り
立
ち
や

仕
組
み
）

将
来
像
を
想
定
す
る

（
社
会
の
中
で
の
自
分

の
在
り
方
生
き
方
）

進
路
を
考
え
る

（
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
進
路
）

科
目
選
択

（
進
路
に
合
わ
せ
て

今
必
要
な
学
習
を

考
え
る
）

自己をしっかりと見つめ、自分の進路について深く考える

自分の夢の実現に向けて必要な力を養うために、さまざまなことに挑戦し、
自分の世界を広げる

将来の夢を達成するために進むべき卒業後の進路を決定する。進路実現のた
めの具体的方策を選択し、必要な力を身につける

「夢の実現」を目指す３つのステップ
★自分自身をみつめ、自分がどのような人間であるかを発見する
★自分の人生設計を考え、夢（目標）を決める
★人間性豊かな思いやりと、社会性・協調性、感受性を育てる教育を実践する

豊田東高校の「総学」の位置づけ

１年次

2年次

3年次

産
業
社
会
と
人
間

総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
さ
が
す
」

「
ひ
ろ
げ
る
」

「
は
ば
た
く
」 取材・文／長島佳子
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図1   「産業社会と人間」「総合的な学習の時間」の
　　　主な取り組み（2015年度計画）

One Point

き
り
と
自
覚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
習
の

目
的
が
明
確
な
た
め
、外
部
か
ら
は『
中
だ
る

み
の
な
い
学
校
』と
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
」

（
近
藤
先
生
）

　

２
学
年
で
の「
総
学
」は
、10
月
の
海
外
修

学
旅
行
が
軸
と
な
る
。
事
前
に
訪
問
先
の
マ
レ

ー
シ
ア
に
つ
い
て
の
下
調
べ
を
す
る
ほ
か
、現
地

で
交
流
す
る
人
々
に
日
本
や
自
分
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
や
自
己
紹

介
カ
ー
ド
を
英
文
で
作
成
。
旅
行
中
は
提
携

校
や
現
地
の
学
生
や
社
会
人
と
の
交
流
で
マ

レ
ー
シ
ア
の
文
化
を
深
く
学
ん
で
来
る
。
帰
国

後
は
、経
験
し
た
こ
と
の
発
表
会
を
行
い
、さ

ら
に
日
本
に
住
む
マ
レ
ー
シ
ア
人
講
師
を
招
い

て
、旅
行
中
に
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
く
場
も
設
定
し
て
い
る
。

　

３
学
年
で
は
進
学
／
就
職
の
希
望
コ
ー
ス

別
に「
総
学
」の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
進
学
希
望
者
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
相
手
を

説
得
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、就
職

希
望
者
は
履
歴
書
の
書
き
方
か
ら
面
接
、マ
ナ

ー
講
座
な
ど
、社
会
に
出
る
準
備
を
整
え
る

学
習
を
行
う
。
そ
の
後
、進
学
・
就
職
希
望
者

と
も
、進
路
希
望
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
課
題
研

究
に
取
り
組
む
。

　

年
度
末
の「
総
合
発
表
会
」で
は
、１・２
年

生
が
３
年
生
の
発
表
を
見
て
、来
年
・
再
来
年

に
自
分
た
ち
が
そ
こ
ま
で
成
長
で
き
る
の
か

と
驚
き
、１
年
生
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
発
表
に

上
級
生
た
ち
が
刺
激
を
受
け
、自
分
と
異
な

る
選
択
プ
ラ
ン
の
生
徒
の
発
表
を
見
て
、総
合

学
科
高
校
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
な
ど
、

非
常
に
多
く
の
気
づ
き
を
得
て
い
る
。
外
部
か

ら
の
見
学
者
に
も
、発
表
の
精
度
の
高
さ
に
驚

か
れ
る
そ
う
だ
。

　

現
在
の
全
校
生
徒
、全
教
員
を
あ
げ
て
の

同
校
の「
総
学
」の
取
り
組
み
に
至
る
ま
で
に

は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
と
い
う
。

 

「
当
初
は『
総
学
』の
意
義
を
見
い
だ
せ
な
か

っ
た
先
生
も
、生
徒
た
ち
の
発
表
や
感
想
、成

長
の
ス
ピ
ー
ド
・
質
・
量
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
」（
近
藤
先
生
）

 

「
当
校
の
実
践
事
例
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
）と
認
め
ら
れ
、２
０

１
２
年
に
愛
知
の
県
立
高
校
で
初
の
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
」（
櫛
田
先
生
）

　

日
常
の
取
り
組
み
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
な
が
る
同

校
に
、学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
そ
う
だ
。

効果を高める指導のコツ

発表の意味を深める「聞き取りシート」
同校は「産業社会と人間」「総学」とも、「発表会」に重点
を置いているが、生徒同士がお互いを評価することで、発
表のスキル、内容の深化ともに効果を上げている。単元ご
とに、クラス内発表会→学年発表会など発表のステージ
を用意しており、それぞれで毎回「聞き取りシート」で他の

生徒や班の良かっ
た点を点数と自由記
述で記入し、本人に
フィードバック。それ
により「話す→聞く
→まとめる→振り返
る」のサイクルが回
り、表現力と自己肯
定感の上昇につな
がっている。

毎年２月に、学年代表者による総合発表会を実施。全校生徒、教
員だけでなく、保護者や近隣の中学、総合学科高校、外部講師、
地域のNPOの人々などが見学する中、１年間の「産業社会と人
間」、「総学」、選択プランごとの学びの集大成を発表する。発表
会に出場した生徒もそうでない生徒も、実施後のアンケートには
「豊田東高の生徒で良かった」という感想があふれている。

企業・キャンパス見学では、見学に留まらず、さまざま
な質問をぶつける

修学旅行先のマレーシアで現地の学校と交流、
異文化を学ぶ

「社会を知る新聞作り」は班
ごとに自由なテーマで記事を
作成し模造紙で発表

修学旅行では事前に日本を紹介する
ピクチャーブックを英文で作成

生
徒
の
成
長
と
変
化
の
質
・
速
度
が

教
員
の
意
識
に
変
化
を
も
た
ら
す

企業・
キャンパス見学

異文化理解研究
（修学旅行準備）

［進学希望者向け］
ディベート 進路・分野別

課題研究
（領域研究・課題演習）

［就職希望者向け］
面接指導、マナー講座

異文化理解研究
（修学旅行振り返り）

課題研究
（小論文講座）

社会を知る
新聞作り

フィールド
ワーク

ライフプラン

１年次の活動

２年次の活動

1年間の成果を報告する総合発表会

３年間で学んだ知識、多数の発表で身に
つけた表現力をいかんなく発揮する

修学旅行で学んだ異文化理解研究を発表
する２年生の代表

１
学
年

「
産
業
社
会
と
人
間
」

総　

合　

発　

表　

会

２
学
年

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

３
学
年

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

働くとはどういうこ
とか、大学で学ぶ
とはどういうことか
を知るために、クラ
ス単位で企業と大
学をそれぞれ一か
所ずつ訪問。見学
に留まらず、そこで
働く人、学ぶ人に
インタビューする

グローバルな視野を身につける
ための学習で、修学旅行先であ
るマレーシアの下調べ学習、ピク
チャーブック・自己紹介カード作
成、B&Sプログラム作成など

人前で話をする度胸をつけること
と、相手を説得するコツを学ぶ

自分の興味・関心や進路に応じて
テーマを自由に設定し、研究に必要
な情報の収集と考察を行い、説得
力のある表現でまとめ、発表する就職希望者に向けて面接の練習

及び、社会人としてのマナーを学
ぶ。模擬面接等で成果を報告

１年次の取り組みで発表・振り返りを多数行うことで、「課題の設定」「情報の収
集」「整理分析」「まとめ・表現」のサイクルを繰り返す訓練ができあがっていく

修学旅行報告会、日本
在住のマレーシア人講
師による講義など

エネルギー、異文化交
流、学ぶことなどからテ
ーマを選び、自分の考え
を言語化して表現する

５～８人のグループ
ごとに、新聞記者
になったつもりで、
環境・福祉・文化・
情報社会・国際社
会・科学技術・地
域社会など、できる
だけ最新の情報を
取材し、新聞形式
にまとめ、発表する

学校近くの自然公
園整備について、
国交省とＮＰＯ法
人からの依頼を受
け、どのような公園
作りをしていくかを
調査し、共に考え、
提案する

10年後の自分の
目標を設定し、それ
を実現するまでの
道筋（ライフプラ
ン）を立てる

03　実践事例レポート

総合的な学習の時間の進化で学校改革へ
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